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Hospital ,  Community  Care  Access  Centres, 
Interlink  Nurses,  Temmy  Latner  Center  for 
Palliative Care, and Emily’s Houseなど、地域のパー
トナーと密接に協力して、子どもとその家族を支え
ているということであった。
Ⅴ　家族ときょうだいの支援
　子どもよりも家族に対する関わりの方が大変であ
ると看護師は主張する。そしてスタッフは、保護者
に正しい情報よりも確実に同等の情報を与えるよう
に心がけている。決して曖昧な表現はせず、きちん
と説明を行うが、すべての情報を伝えることが良い
わけではなく、逆に混乱や不安を招くことにつなが
る恐れがあるため、吟味した上で必要な情報を確実
に伝える。信頼される看護師になることで家族も
オープンになって子どもたちにも良い影響を与える
ことにつながると、信念に満ちた言葉で話された。
きょうだいの支援
　Sick Kids では、CLS（Child Life  Specialist）と
Health Psychologistが精神的サポートときょうだい
を含む家族の支援を主に担っている。子どもやきょ
うだいが抱える心配事に関する４つの「C」につい
て関わり方の説明を受けたので紹介する。
Cause原因：子ども達は想像力が豊富で、「どうし
てこういうことになったのか？」「私が何かしたか
ら？」「自分がしたことの罰なの？」と捉えること
もある。そのため、罪の意識をなくすために、原因
と「誰も悪くない」と説明する。
Catch感染：「病気は感染するのでは？」と捉えて
いる場合があるため、感染する病気ではないこと、
どうしてこうなったのかをしっかり説明する。
Careケア：特にきょうだいは「誰が私をケアして
くれるの？」「私に誰が説明してくれるの？」と思っ
ているため、必ず誰かがあなたの面倒を見てくれる
ことを説明する。
Cope対処：子どもは経験への向き合い方を知らず、
「今後どのようにこの経験に向き合っていくか？」
という疑問を抱くこともある。一つの方法が万人に
通じる訳ではないので、一人ひとりの子どもに見
合った方法を一緒に見つけ、子ども自身が今感じて
いる感情を表現できるようにサポートすることが重
要である。
　患者の家族が使ってみようと思う方法を確認しな
がら、コーピングを行うことが大事である。患者も
きょうだいも情報をもって理解していることを確認
し、質問を促し、発達に見合った説明をする。選択
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できることがあれば選択してもらう。選択肢がなけ
れば聞かない方がよい。選択肢がないのに選択肢を
提示すると信頼してくれなくなるからである。子ど
もは遊びが大事なので、遊びながら学べるようにす
る。
　親が病気や障がいのある子どもに面会している間
に、そのきょうだいは遊ぶことが出来る施設も用意
されている。そこはガラス張りで外から家族が子ど
もの様子を覗くことが出来るようになっており、入
口は一つでその入口にはスタッフが常駐しているた
め、セキュリティーの確保も十分に行われている。
中には、遊ぶスペースだけでなく、パソコンや机な
ども装備されていたり、子ども（きょうだい）の待
つ部屋で親の代わりにスタッフがサポートするシス
テムも準備されている。
　Sick Kidsでは、きょうだいのためのプログラム
（psychosocial group intervention Program: Sibling 
Coping Together）が準備されていた。マニュアル
はテーマ毎にあり、「がんと学校」（写真４，５）「が
んと入院」「がんときょうだい」などである。きょ
うだいが自分の感情をうまく表現（coping）できる
ように工夫されている。自分達（きょうだい）は一
人ではなく他とつながっていると感じることができ
るような内容である。きょうだいに関するサイトも
あり、学校の先生方が「子ども（きょうだい）が注
意力散漫になっている」とか、「子ども（きょうだい）
が学校に興味を無くしているようだ」「けんかをし
がちになった」「理由がわからないが急に泣いたり
する」と伝えてくることもあるそうだ。そうした相
談にも対応してくれている。また、兄弟姉妹を亡く
したきょうだいだけで行くキャンプ(1 〜 2週間）も
あり、きょうだいを対象としたグリーフカウンセリ
ングも行われている。
Ⅵ　まとめ
　日本の小児専門病院の歴史は約50年である。Sick 
Kidsでは140年前から子どものための小児病院が考
えられていたことが感動である。積み重ねと変革の
長い歴史を経て現在の規模まで発展できたことは素
晴らしいと思えた。特に小児がんの子ども達の入院
期間は短く、家庭や地域で生活するための治療計画
や家族（親・きょうだい）指導はもちろん、子ども
本人へのセルフケア能力やヘルスリテラシー獲得の
ための支援が充実していた。その土台となるチーム
ワークをとても大切にしており、同等の立場で医者
と看護師が話し合うだけでなく、学生も同等に意見
を主張し話し合いを行っており、風通しのよい環境
を作っている。
　さらに、子どもとその家族にとっての様々な方面
から工夫・配慮され人的・物理的環境が整えられて
いることに感銘を受けた。また、多くのボランティ
アの受け入れと活動内容もすばらしかった。良いも
のを創造していくには、研究や研修等も積極的に受
け入れ交流し、内向き指向でなく地域や様々な連携
や協働が不可欠なのだと感じた。
　
謝辞
　Sick Kidsでは、International  Learner  Program 
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を設けられており、サイトにアクセス可能（www.
sickkidsinternatinal.ca/ILP）である。多くの研修
や見学を快く受け入れてくれる。病院見学のスケ
ジュールを立てて丁寧に対応していただいた。Sick 
Kidsへの訪問は多くの学びと刺激となり、看護の実
践活動に大いに役立つものであると確信している。
　最後に、本研修の企画から研修および病棟案内等
で大変お世話になりましたSick KidsのNurse 
Educator   Ms.Ann Chang（RN, MSN, CPON,）に
心より感謝申し上げる。
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